学校関係者評価　　総　評
１、自己評価について
　 
	良いと思われるところ
	課題と思われるところ
	その他

	・教育における環境構成のねらいの自己評価はほとんど理解しているのでとても良い。
　理解することで園内の人間関係や雰囲気もよぅなっている。
・モンテッソーリ教育勉強会で学ぶ事を通して見直しや改善が出来る。今後も勉強会を続けて欲しい。
・おしごとおよび年令別保育における環境は、年齢やクラスによって保育者の環境設定は違ってくるが、保育者同士の情報共有を積極的にしている工夫がされていて良い。
	・モンテッソーリ教育を園だけではなく、家庭でも行えると良いと思うが、親としての時間の余裕がないからなかなか難しいと思われる。
・若い保育者が少ないので、丁寧に教え、育てることが大切。
・保護者に近い年齢の保育者がいることが安心なので、もっと意見を聞きたい。

	・やりがいを感じている保育者が多く、とても良いことだ。
・子どもを預かるという責任が大きい仕事は、「子どもが好き」という気持ちを持っていないとできないし、続けられないので、保護者はもっと感謝すべき。
・一緒に働く保育者は、同じ思いをもって保育に取り組むことが大切である。





２、保護者アンケートについて

	良いと思われるところ
	課題と思われるところ
	その他

	・行事が色々あること。
・保護者から良い意見をたくさん伝えてもらっている。
	・認定こども園になってから働く母が増え、保護者のニーズの変化を感じる。行事への手伝いが少ない。その反面、要望や不満が多い。
・保護者同士のつながりやコミュニケーションが少なそうだ。
	・園と保護者が同じ方向を向いていないと園の良さが続かない。園の特色を伝え、理解を得られるよう努力することが望ましい。




全　体　を　通　し　て
＜良い点＞
・姉妹園との交流が昨年度より増えていてとても良い。今年度は、白根カトリックこども園(年長児) 新津カトリック幼稚園(年中児)聖ラファエル幼稚園(年少児)に出かけた。
、
＜課　題＞
・特色であるモンテッソーリ教育の内容を保護者に分かりやすく伝える事が大切。
・外部に園の様子を伝える方法を探し、積極的に取り組むこと。



